
いうものです。
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 ネット平塚・アンケート調査結果から考える 

  中学校の昼食 「食のセーフティネット」としての位置づけを！ 

 

現
在
県
内
で
取
組
む
自
治
体
が
増
え

て
い
る
③
④
の
デ
リ
バ
リ
ー
弁
当
方
式

を
含
め
中
学
校
給
食
の
実
施
を
望
む
声

が
約
９
割
で
、
他
の
予
算
を
削
っ
て
で
も

中
学
校
給
食
を
実
施
す
べ
き
と
①
②
を

選
択
す
る
方
、
本
来
は
小
学
校
と
同
様
の

方
式
が
望
ま
し
い
が
子
ど
も
数
が
減
少

す
る
中
で
多
額
の
税
金
が
必
要
と
な
る

①
②
方
式
を
諦
め
③
④
を
選
択
す
る
方
、

子
ど
も
が
減
少
す
る 

の
だ
か
ら
現
在
の
調 

理
場
で
中
学
校
の
給 

食
も
つ
く
れ
な
い
か
、 

な
ど
様
々
な
ご
意
見 

が
あ
り
ま
し
た
。 

◆
平
塚
市
に
お
け
る
検
討
経
過 

 

平
塚
市
で
は
２
０
１
１
年
７
月
に
学

校
給
食
検
討
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
新
食

器
の
導
入
、
老
朽
化
し
た
小
学
校
共
同
調

理
場
対
策
、
中
学
校
給
食
、
の
３
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
財
政
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
実
施
は
難
し
い
と

の
判
断
が
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
５
月
に
設
置
さ
れ
た
中
学
校
昼

食
検
討
委
員
会
は
、
改
め
て
給
食
実
施
も

視
野
に
検
討
を
行
う
も
の
で
、
こ
の
間
の

他
市
町
へ
の
視
察
等
を
踏
ま
え
た
検
討

は
こ
れ
か
ら
と
の
こ
と
。
３
月
に
は
１６

才
～
６０
才
の
市
民
１
０
０
０
人
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

 

◆
小
学
校
共
同
調
理
場
新
設
と

併
せ
中
学
校
給
食
の
検
討
を
！ 

 

こ
れ
ま
で
平
塚
市
は
中
学
校
給
食
に
つ

い
て
の
検
討
を
小
学
校
給
食
と
は
切
り

離
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
２
年

末
に
提
出
さ
れ
た
学
校
給
食
検
討
委
員

会
報
告
書
で
は
、
小
学
校
給
食
に
つ
い

て
、
老
朽
化
し
耐
震
不
足
が
指
摘
さ
れ
た

東
部
、
北
部
の
両
共
同
調
理
場
の
耐
震
補

強
や
改
築
は
、
・
工
事
中
給
食
が
作
れ
な

く
な
る
こ
と
・
工
事
ス
ペ
ー
ス
の
問
題
・

学
校
給
食
法
衛
生
管
理
基
準
の
ド
ラ
イ

シ
ス
テ
ム
対
応
に
す
る
と
、
作
れ
る
食
数

が
少
な
く
な
り
必
要
数
が
作
れ
な
く
な

る
こ
と
、
な
ど
か
ら
「
東
部
を
補
強
し
、

北
部
を
閉
鎖
、
新
調
理
場
を
つ
く
る
」
２

案
と
「
東
部
・
北
部
と
も
閉
鎖
し
新
し
い

調
理
場
を
２
場
建
設
す
る
」
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
３
月
発
表
さ
れ
た

平
塚
市
公
共
施
設
再
編
計
画
で
は
、
東

部
・
北
部
２
場
を
統
合
し
新
た
な
場
所
に

大
規
模
共
同
調
理
場
を
新
設
す
る
方
向

に
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
学
校
給
食
共
同
調
理
場
新
設
の
方

向
性
の
中
で
、
中
学
校
給
食
の
検
討
も
併

せ
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
給
食
を
「
子
ど
も
の
食
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
持
続

可
能
な
制
度
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
・
平
塚
で

は
、
昨
年
末
よ
り
年
明
け
に
か
け
て
「
中

学
校
の
昼
食
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

実
施
し
、
市
内
に
住
む
１
０
３
人
の
方
か

ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
回
答
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
の
中
学
校
の
昼
食
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。 

◆
９
割
が
中
学
校
給
食
を
希
望 

 

回
答
者
の
う
ち
約
半
数
の
５５
人
は
現

在
中
学
生
ま
た
は
近
年
卒
業
し
た
お
子

さ
ん
が
い
る
方
、
半
数
は
い
な
い
方
で
、

現
在
市
が
一
部
補
助
を
出
し
販
売
さ
れ

て
い
る
業
者
弁
当
を
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
方
は
２５
人
で
し
た
。
そ
の
利
用
回

数
は
３
年
間
で
１
回
の
み
の
方
か
ら
多

く
て
も
月
に
２
～
３
回
で
、
お
弁
当
を
作

れ
な
い
時
に
使
え
る
便
利
さ
は
あ
る
も

の
の
、
費
用
負
担
や
量
の
多
少
、
味
の
好

み
、
注
文
の
手
間
や
昼
食
時
間
が
短
い
こ

と
等
々
の
理
由
で
利
用
食
数
は
多
く
な

く
、
現
状
の
ま
ま
で
は
先
細
り
に
な
る
可

能
性
が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
後
の
昼
食
の
あ
り
方
つ
い
て
、
５
つ

の
選
択
肢
の
中
か
ら
、
試
算
し
た
１
食
当

り
の
コ
ス
ト
も
参
考
に
選
ん
で
い
た
だ

い
た
結
果
が
左
記
の
表
で
す
。 

 生 き 活 き レ ポ ー ト    

 

Ikii

生  き  活  き  レ  ポ  ー  ト 

①
単
独
校
で
の
調
理
方
式 

 
 
 

３０ 

②
共
同
調
理
場
で
の
調
理
方
式 

 

４１ 

③
デ
リ
バ
リ
ー
弁
当
（
全
生
徒
対
象
）
３ 

④ 
 

〃 
 

（
家
庭
弁
当
併
用
制
）
１４ 

⑤
業
者
弁
当
販
売
（
現
行
方
式
） 

１４ 

 

 


